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は
じ
め
に

●
「
中
臣
祓
」
の
先
行
研
究

②
「
中
臣
祓
」
概
要

③
「
中
臣
祓
」
の
構
成

④
「
中
臣
祓
」
と
「
拍
手
祓
大
事
」

⑤
「
中
臣
祓
」
と
真
言
神
道
・
修
験
道

⑤
略
祓
の
典
拠

ま
と
め

［論
文
要
旨
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
と
み
の
は
ら
え

　
本
稿

は
、
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
（
以
下
、
東
大
寺
修
二
会
）
「
中
臣
祓
」
の
典
拠
や
構
造
を
、

そ
の
詞
章
か
ら
、
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ん
ぎ
ょ
う
し
ゅ
う

　
東
大
寺
修
二
会
に
参
籠
す
る
僧
は
練
行
衆
と
呼
ば
れ
、
法
会
を
支
障
な
く
執
行
す
る
為
に
、
楊

れ

を
取
り
去
っ
て
心
身
を
清
浄
に
保
つ
事
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
で
は
三
月
一
日
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
ぎ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
っ
か

ら
十
五
日
未
明
に
か
け
て
行
わ
れ
る
「
本
行
」
に
先
立
っ
て
「
別
火
」
行
が
行
わ
れ
、
そ
の
最
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
な
か
と
み
の
は
ら
え

日
に
あ
た
る
二
月
末
日
に
「
究
師
」
に
よ
っ
て
「
大
中
臣
祓
」
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
別
火
」
行
・

「本
行
」
期
間
中
、
様
々
な
場
面
で
「
中
臣
祓
」
が
行
な
わ
れ
る
。
祓
は
、
罪
や
微
を
除
去
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
儀
礼
で
あ
る
。

　

こ
の
「
中
臣
祓
」
は
、
「
別
火
」
行
に
入
る
際
、
「
別
火
」
行
中
の
朝
夕
の
勤
行
の
際
、
洗
面
・

入
浴
・
便
所
の
後
、
「
本
行
」
に
お
い
て
、
日
々
、
二
月
堂
に
上
堂
す
る
前
等
に
行
わ
れ
る
。
「
中

臣
祓
」
で
用
い
ら
れ
る
御
幣
に
は
、
本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
詞
章
が
書
か
れ
た
紙
が
巻
き
つ
け

ら
れ
て
い
る
。
練
行
衆
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
守
本
尊
に
向
か
い
、
拍
掌
の
後
に
、
詞
章
を

黙
調

し
、
こ
の
御
幣
で
身
を
祓
う
な
ど
の
所
作
を
行
な
う
。

　
本
稿
に
お
い
て
「
中
臣
祓
」
の
詞
章
は
、

　
①
東
大
寺
八
幡
宮
（
手
向
山
八
幡
宮
）
へ
の
法
楽
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
わ
で
は
ら
え
の
だ
い
じ
　
　
い
せ
か
し
わ
で
は
ら
え

　
②

真
言
神
道
や
修
験
道
で
用
い
ら
れ
た
「
拍
手
祓
大
事
」
「
伊
勢
拍
手
祓
」
と
共
通
す
る
作
法
。

　
③

陰
陽
道
流
の
祓
で
用
い
ら
れ
た
自
力
祓
形
式
の
略
祓
。

　
④
吉
田
神
道
の
影
響
を
受
け
た
略
祓
で
、
息
災
延
命
祈
願
に
用
い
ら
れ
た
祓
。

の

四
つ
の
部
分
よ
り
構
成
さ
れ
る
、
と
考
察
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
典
拠
に
つ
い
て
、
②

以

外
は
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
「
中
臣
祓
」
の
詞
章
が
複
数
の
系
統
の
祓
に
関
わ
る
作

法
を
集
め
て
、
独
自
の
形
式
を
作
り
上
げ
て
い
る
事
は
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
中
臣
祓
」
は
東
大

寺
八
幡
宮
へ
法
楽
を
捧
げ
た
後
に
、
真
言
神
道
、
陰
陽
道
、
吉
田
神
道
な
ど
、
典
拠
を
変
え
な
が

ら
三
重
に
祓
を
行
う
構
造
（
②
③
④
）
を
持
つ
。

　
東
大
寺
修
二
会
が
、
諸
儀
礼
の
要
素
を
取
り
込
ん
で
独
自
の
形
式
と
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
法
会

の

様
々
な
部
分
か
ら
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
「
中
臣
祓
」
は
東
大
寺
修
二
会
全
体
か
ら
見
れ
ば
小

さ
な
作
法
で
あ
る
が
、
同
様
の
性
格
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。

193



国立歴史民俗博物館研究報告

　第142集2008年3月

は
じ
め
に

　
本
稿

は
、
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
（
以
下
、
東
大
寺
修
二
会
）
「
中
臣
祓
」
の
典

拠
や
構
造
を
、
詞
章
か
ら
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
お
水
取
り
」
の
通
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
東
大
寺
修
二
会
は
、
天
平
勝
宝
四
年

（七
五

二
）
に
始
ま
っ
て
以
来
、
一
度
も
途
絶
え
た
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
、
「
不
退
の

行
法
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ん
ぎ
ょ
う
し
ゆ
う

　
そ
の
東
大
寺
修
二
会
に
参
籠
す
る
僧
は
練
行
衆
と
呼
ば
れ
、
法
会
を
支
障
な
く

執
行
す
る
為
に
、
稜
れ
を
取
り
去
っ
て
心
身
を
清
浄
に
保
つ
事
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の

た
め
、
現
在
で
は
三
月
一
日
か
ら
十
五
日
未
明
に
か
け
て
行
わ
れ
る
「
本
行
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ

先
立

っ

て

「
別
火
」
行
が
行
わ
れ
、
そ
の
最
終
日
に
あ
た
る
二
月
末
日
に
は
「
究

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

師
」
に
よ
っ
て
「
大
中
臣
祓
」
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
々
、
二
月
堂
に
上
堂
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

前
な
ど
に
「
中
臣
祓
」
を
行
う
。
祓
は
、
罪
や
稜
を
除
去
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

儀
礼
で
あ
る
。

　
中
臣
祓
は
、
公
的
に
用
い
ら
れ
た
大
祓
詞
（
『
延
喜
式
』
に
「
六
月
晦
大
祓

＋
二
月
准
・
之
」
と
し
て
収
録
。
）
を
宣
り
聞
か
せ
る
形
式
か
ら
奏
上
す
る
形
式
に
改
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
中
後
期
以
降
に
陰
陽
道
や
仏
教
に

受
容
さ
れ
て
個
人
祈
願
に
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。
中
臣
祓
の
現
存
す
る
う
ち
で
、

最
も
古
い
詞
章
は
、
十
二
世
紀
の
は
じ
め
に
成
立
し
た
『
朝
野
群
載
』
に
収
録
さ
れ

た
「
中
臣
祭
文
」
で
あ
る
。
中
臣
祓
を
用
い
た
儀
礼
と
し
て
は
、
陰
陽
道
で
は
河
臨

祓
、
仏
教
で
は
六
字
河
臨
法
が
著
名
で
あ
り
、
土
公
供
な
ど
で
も
用
い
ら
れ
た
。
平

安
時
代
末
期
頃
に
は
陰
陽
道
や
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
伊
勢
祠
官
の
間
に
伊
勢
流
祓

が
、
室
町
時
代
後
期
に
は
吉
田
神
道
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
中
臣
祓
は

盛
ん

に
用
い
ら
れ
た
。
「
中
臣
祓
」
は
、
こ
う
し
た
中
臣
祓
の
展
開
上
に
位
置
付
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
な
中
臣
祓
と
は
異
な
る
詞
章
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
佐
藤
道
子
氏
は
東
大
寺
修
二
会
の
儀
礼
の
う
ち
、
究
師
が
行
な
う
「
呪
禁
作
法
」

は
「
十
八
道
念
調
次
第
」
、
「
神
供
」
は
「
神
供
作
法
」
、
「
潅
頂
護
摩
」
は
「
息
災
護

摩
」
を
そ
れ
ぞ
れ
典
拠
と
す
る
こ
と
を
挙
げ
た
上
で
、

　
　
そ
の
い
ず
れ
も
が
典
拠
と
す
る
形
式
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
全
て
を
踏
襲
す
る
こ

　
　
と
を
せ
ず
、
部
分
的
に
加
除
の
手
を
加
え
て
東
大
寺
修
二
会
独
自
の
形
式
と
し

　
　
て

い

る
点
に
特
色
が
あ
る
。
こ
の
特
色
は
、
こ
れ
ま
で
も
折
々
に
指
摘
し
た
よ

　
　
う
に
、
こ
の
法
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
み
ら
れ
る
特
色
で
あ
る
。

　
　
（
4
）

と
す
る
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
東
大
寺
修
二
会
に
お
け
る
神
事
の
典
拠
を
探
り
、
そ

の

独
自
性
を
確
認
す
る
為
に
、
「
中
臣
祓
」
に
は
「
両
部
神
道
」
的
特
徴
が
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
と
す
る
松
尾
恒
一
氏
の
指
摘
に
多
く
の
部
分
を
依
拠
し
つ
つ
、
修
験
道
史
研
究
や

　
　
　
（
6
）

真
言
神
道
研
究
に
お
け
る
先
行
研
究
の
成
果
を
用
い
な
が
ら
、
「
中
臣
祓
」
が
形
成

さ
れ
る
背
景
に
は
、
東
大
寺
修
二
会
に
出
仕
し
た
堂
衆
が
「
修
験
」
行
を
行
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

真
言
神
道
を
受
容
し
た
事
が
あ
る
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
論
文
を
発
表
し
て
き
た
。
し

か

し
、
「
中
臣
祓
」
の
詞
章
そ
の
も
の
の
分
析
が
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
依
拠
し
て
き
た
松
尾
氏
の
先
行
研
究
に
導
か
れ
な
が

ら
、
「
中
臣
祓
」
の
詞
章
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
儀
礼
を
探
っ

て

み
た
い
。

0
「
中
臣
祓
」
の
先
行
研
究

　
「
中
臣
祓
」
は
、
東
大
寺
修
二
会
の
中
で
も
、
極
め
て
短
く
、
私
的
な
性
格
の
強

い
作
法
で
あ
る
為
か
、
「
達
陀
」
等
の
華
や
か
な
儀
礼
に
比
べ
て
、
先
行
研
究
は
少

　
（
8
）

な
い
。
管
見
の
限
り
、
「
中
臣
祓
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
文
は
松
尾
氏
に
よ
る
も

の

と
、
先
述
の
拙
稿
の
み
で
あ
る
。
拙
稿
の
要
旨
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
の
で
、

こ
こ
で
は
松
尾
氏
の
研
究
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　
松
尾
氏

に
よ
る
研
究
の
う
ち
、
本
稿
で
述
べ
る
「
中
臣
祓
」
の
構
成
を
考
え
る
際

に
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
「
御
幣
に
み
る
南
都
の
神
仏
習
合
世
界
」
で
あ
る
。
同
稿

は
御
幣
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
南
都
の
神
仏
習
合
儀
礼
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
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（
9
）

こ
こ
で
は
「
中
臣
祓
」
に
関
わ
る
部
分
の
み
を
要
約
す
る
。
ま
ず
、
松
尾
氏
は
「
中

臣
祓
」
で
用
い
ら
れ
る
御
幣
に
注
目
す
る
。
そ
の
中
で
御
幣
に
巻
き
付
け
ら
れ
て
い

る
楮
紙
に
記
さ
れ
た
「
中
臣
祓
」
の
詞
章
を
紹
介
し
、
「
中
臣
祓
」
が
「
拍
手
祓
」

と
「
神
道
秘
訣
祓
」
の
二
段
よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
れ
が
中
臣
祓
を
変
形
さ
せ
た
も
の

で

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
「
拍
手
稜
」
の
中
に
見
え
る
「
神
風
ゾ
、
我
三

毒
ヲ
吹
キ
ハ
ロ
フ
、
残
ル
心
ハ
高
天
ナ
ル
ラ
ン
」
の
秘
歌
が
三
輪
流
神
道
の
『
神
道

三
輪
源
流
神
道
口
訣
』
「
柏
手
祓
大
事
」
に
も
み
え
る
こ
と
か
ら
、
「
中
臣
祓
」
に
は

「
両

部
神
道
」
的
特
徴
が
み
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
稿
に
関
連
し
て
、
伊

藤

聡
・
松
尾
恒
一
両
氏
は
「
國
學
院
大
學
蔵
『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
解
題
」
に
お

い
て

『神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
に
合
綴
さ
れ
た
三
本
（
「
神
道
灌
頂
授
与
作
法
」
「
大

日
本
記
灌
頂
略
記
」
「
神
道
麗
気
灌
頂
私
記
」
）
の
う
ち
、
「
両
部
神
道
」
に
お
け
る

灌
頂
の
次
第
を
記
し
た
「
神
道
灌
頂
授
与
作
法
」
が
東
大
寺
法
華
堂
衆
の
間
に
相
伝

さ
れ
た
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
室
町
末
期
の
東
大
寺
堂
衆
方
に
お
い
て
神
道
伝

受
が
行
わ
れ
て
い
た
実
態
を
示
し
て
い
る
」
「
堂
衆
の
両
部
神
道
と
の
関
わ
り
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
、
さ
ら
な
る
一
面
を
か
い
ま
見
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
同
書
の

相
伝
に
深
く
関
わ
っ
た
蓮
乗
院
・
寅
清
を
含
む
堂
衆
も
東
大
寺
修
二
会
に
参
籠
し
て

い
た

こ
と
か
ら
、
堂
衆
が
「
両
部
神
道
」
を
受
容
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
東
大
寺
修
二
会
、
特
に
究
師
に
よ
る
大
中
臣
祓
や
結
界
・
勧
請
作
法
、

神
供
作
法
等
に
認
め
ら
れ
る
密
教
的
、
神
仏
習
合
的
性
格
を
究
明
す
る
上
で
も
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
」
る
と
す
る
。

　
次

に
「
仏
会
と
縁
起
の
管
理
、
小
考
－
東
寺
灌
頂
、
興
福
寺
維
摩
会
、
東
大
寺
修

　
（
1
2
）

二
会
」
で
は
、
「
中
臣
祓
」
の
奥
書
を
示
し
つ
つ
、
東
大
寺
修
二
会
に
新
入
り
と
し

て

参
籠
す
る
際
に
先
達
よ
り
伝
授
さ
れ
る
こ
と
が
、
少
な
く
と
も
近
世
（
安
政
五
年

（
一
八
五

八
）
）
か
ら
現
代
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
「
東
大
寺
修
二
会
別
火
行
に
お
け
る
結
界
の
構
造
」
は
、
「
中
臣
祓
」
「
大
中
臣
祓
」

を
含
め
た
東
大
寺
修
二
会
の
祓
、
潔
斎
、
結
界
儀
礼
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

　
　
別
火
に
よ
る
煮
炊
き
、
非
肉
食
等
の
制
限
下
で
の
生
活
ば
か
り
で
な
く
、
社
参
、

　
　
注
連
縄
張
り
、
大
中
臣
祓
と
い
っ
た
、
本
行
の
会
場
二
月
堂
に
対
す
る
結
界
の

　
　
行
事
、
あ
る
い
は
拍
手
祓
、
本
行
開
白
第
一
の
作
法
と
し
て
の
受
戒
等
々
、
多

　
　
様
な
行
事
に
彩
ら
れ
て
二
月
堂
修
二
会
を
特
徴
づ
け
て
い
る
し
、
し
か
し
な
が

　
　
ら
、
源
流
・
成
立
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
結
界
・
潔
斎
と
い
う
共
通
の
目
的
．

　
　
機
能
に
収
飯
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る

と
し
（
㍗
「
中
臣
祓
」
（
拍
手
祓
）
を
東
大
寺
修
二
会
全
体
の
中
に
位
置
付
け
て
い
る
。

ま
た
、
興
福
寺
・
薬
師
寺
に
お
け
る
慈
恩
会
に
附
随
す
る
竪
義
の
加
行
に
お
い
て
も

中
臣
祓
が
行
な
わ
れ
、
東
大
寺
修
二
会
と
よ
く
似
た
潔
斎
生
活
が
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
「
南
都
と
い
う
宗
教
的
環
境
の
中
で
形
成
さ
れ
た
、
神
仏
習
合
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
∀

民
俗
色
の
強
い
作
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
」
と
し
て
、
東
大
寺
修
二
会
に
お
け
る

祓
や
潔
斎
儀
礼
を
南
都
と
い
う
宗
教
文
化
圏
の
中
で
と
ら
え
て
い
る
。

　
以
上
、
松
尾
氏
の
見
解
を
ま
と
め
る
と
、

　
・
「
中
臣
祓
」
は
、
「
両
部
神
道
」
、
特
に
三
輪
流
神
道
と
関
わ
る
。

　
・
「
中
臣
祓
」
が
「
両
部
神
道
」
と
関
わ
る
背
景
に
は
、
堂
衆
と
「
両
部
神
道
」

　
　
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
。

　
・
「
中
臣
祓
」
は
、
少
な
く
と
も
近
世
か
ら
東
大
寺
修
二
会
に
新
入
り
と
し
て
参

　
　
籠
す
る
際
に
伝
授
さ
れ
て
い
る
。

　
・
東
大
寺
修
二
会
の
み
で
な
く
、
興
福
寺
・
薬
師
寺
に
お
い
て
も
似
た
祓
の
作
法

　
　
が
み

ら
れ
る

と
な
ろ
う
。

②
「
中
臣
祓
」
概
要

　
「
中
臣
祓
」
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
始
め
た
の
か
、
ま
た
現
行
の
形
で
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
管
見
に
ふ
れ
た
も
の
で
は
、

先
述
の
松
尾
氏
が
紹
介
し
た
安
政
五
年
の
奥
書
が
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
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「中
臣
祓
」
の
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
現
行
の
「
中
臣
祓
」
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
中
臣
祓
」
が
行
な
わ
れ
る
の
は
、

　
・
「
別
火
」
行
に
入
る
際
。

　
・
「
別
火
」
行
中
の
朝
夕
の
勤
行
の
際
。

　
・
洗
面
・
入
浴
・
便
所
の
後
。

　
・
「
本
行
」
に
お
け
る
二
月
堂
に
上
堂
す
る
前
。

　
　
（
1
7
）

で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
中
臣
祓
」
は
「
大
中
臣
祓
」
の
よ
う
に
、
特
定
の
日
時
に
行

な
わ
れ
る
行
事
で
は
な
く
、
別
火
坊
に
お
け
る
「
別
火
」
行
か
ら
「
本
行
」
ま
で
参

籠
中
は
随
時
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
「
大
中
臣
祓
」
が

人
や
場
を
含
む
東
大
寺
修
二
会
全
体
に
対
し
て
の
祓
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
中
臣

祓
」
は
練
行
衆
各
自
が
行
な
う
個
々
に
対
す
る
祓
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
洗
面
・
入

浴
・
便
所
の
後
の
祓
は
特
に
個
人
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
中
臣
祓
」
が
個
々

に
対
し
て
の
祓
で
あ
る
と
は
言
え
、
各
自
の
祓
が
全
体
の
清
浄
に
繋
が
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

　
「
別
火
」
行
中
の
「
中
臣
祓
」
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
た
め
、
『
東
大
寺
二
月
堂

修
二
会
の
研
究
　
研
究
篇
』
「
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
次
第
」
二
月
二
十
六
日
の
項

を
引
用
す
る
と

　
　
風
呂
を
で
る
と
、
紙
衣
を
着
、
後
年
帯
を
つ
け
、
わ
か
め
袈
裟
を
つ
け
る
。
そ

　
　
の

後
、
蛭
子
川
の
水
に
つ
け
た
笹
で
身
体
を
祓
う
。
こ
れ
を
「
御
行
水
」
と
い

　
　
う
。
自
席
に
も
ど
る
と
、
守
本
尊
を
牛
玉
櫃
の
上
に
の
せ
、
数
珠
を
も
み
、
印

　
　
を
む
す
ん
だ
あ
と
、
拍
手
を
う
ち
、
御
幣
を
も
っ
て
「
中
臣
祓
」
を
す
る
。

　
　
（
1
8
）

で
あ
る
。

　
「
本
行
」
中
の
「
中
臣
祓
」
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
や
調
査
を
ふ
ま
え
て
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
中
臣
祓
」
は
、
「
本
行
」
中
に
は
練
行
衆
が
参
籠
す
る
宿
所
の
自
席
で
、
壁
に
か

け
ら
れ
て
い
る
守
本
尊
に
向
か
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
入
浴
後
な
ど
で
袈
裟
を
着
け
て

い

な
い
場
合
は
「
和
布
袈
裟
」
（
「
檸
袈
裟
」
と
も
）
と
呼
ば
れ
る
古
く
な
っ
た
袈
裟

を
縛
っ
て
形
を
整
え
た
も
の
を
か
け
る
。
「
和
布
袈
裟
」
は
略
式
の
袈
裟
の
よ
う
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

「大
中
臣
祓
」
の
際
に
も
用
い
ら
れ
る
。

　
ち
な
み
に
「
中
臣
祓
」
で
用
い
ら
れ
る
御
幣
は
、
練
行
衆
各
自
が
所
持
し
て
お
り
、

壁

に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

　
練
行
衆
は
自
席
に
敷
か
れ
た
、
「
豊
島
産
」
の
上
に
和
上
・
大
導
師
・
究
師
・
堂

司
の
「
四
職
」
は
座
り
、
そ
れ
以
外
の
平
衆
は
立
っ
て
、
数
珠
を
摺
り
、
拍
掌
等
を

行
う
。
次
に
御
幣
を
ふ
り
、
自
祓
を
行
な
う
。
そ
し
て
再
び
数
珠
を
摺
る
。
こ
の
後
、

も
う
一
度
拍
掌
以
降
を
く
り
返
す
場
合
も
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
守
本
尊
の
置
き
方
な
ど
に
「
別
火
」
行
中
と
若
干
の
差
は
み
ら
れ
る

が
、
祓
の
作
法
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
御
幣
に
は
、
松
尾
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
詞
章
等
を
記
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

楮
紙
が
巻

き
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
「
中
臣
祓
」
を
行
な
う
際
に
広
げ
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「中
臣
祓
」
の
詞
章

松
尾
氏
の
紹
介
す
る
「
中
臣
祓
」

拍
手
祓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の
詞
章
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
云

コ

ギ

ウ
ケ
テ
　
今
ゾ
待
ツ
ラ
ン
法
船
南
無
阿
弥
陀
仏
息
ノ
宿
二

神
風
ゾ
、
我
三
毒
ヲ
吹
キ
ハ
ロ
フ
、
残
ル
心
ハ
高
天
ナ
ル
ラ
ン

我
手
ニ
ゾ
　
神
ノ
ユ
ウ
シ
デ
切
リ
カ
ケ
テ
　
祓
ヘ
バ
残
ル
　
罪
モ
ア
ラ
シ
ナ

〔梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
　
三
反
　
次
拍
掌
　
次
弾
指
三
度

〔梵
字
・
ウ
ン
〕
三
反
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謹
請
再
拝
々
々
高
天
乃
原
仁
神
留
座
須
神
漏
岐
・
神
漏
美
乃
命
於
以
、
某
罪
答
止
云

答
和
、
不
在
物
藁
清
申
書

　
　
　
神
道
秘
訣
祓

　
護
請
再
拝
々
々
高
天
乃
原
仁
神
留
坐
須
、
吾
皇
御
孫
乃
尊
法
於
以
、
八
百
萬
乃
神

達
於
、
神
集
仁
神
賜
比
、
神
議
仁
議
賜
天
、
萬
乃
罪
答
崇
祓
賜
比
、
某
息
災
延
命
令
為

賜
歪
、
再
拝
々
々

　
こ
れ
は
、
管
見
に
ふ
れ
た
「
中
臣
祓
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
実
際
に
は
「
某
」

と
あ
る
部
分
に
練
行
衆
の
名
が
入
っ
て
い
た
。
ま
た
、
「
拍
手
祓
」
と
は
記
さ
れ
な

い

も
の
、
冒
頭
に
拍
掌
や
護
身
法
を
行
な
う
こ
と
が
記
さ
れ
、
「
コ
ギ
ウ
ケ
テ
～
」

の
歌

に
八
幡
大
菩
薩
の
御
詠
歌
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
「
中
臣
祓
」
の
詞
章
に
は
、
個
人
に
よ
っ
て
若
干
で
は
あ
る
が
、
差
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

B

我
手
ニ
ゾ
　
神
ノ
ユ
ウ
シ
デ
切
リ
カ
ケ
テ
　
祓
ヘ
バ
残
ル

〔梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
　
三
反
　
次
拍
掌
　
次
弾
指
三
度

〔梵
字
・
ウ
ン
〕
三
反

罪
モ

ア
ラ
シ
ナ

③
（
略
祓
）

　
謹
請
再
拝
々
々
高
天
乃
原
仁
神
留
座
須
神
漏
岐
・
神
漏
美
乃
命
於
以
、
某
罪
答
止
云

答
和
、
不
在
物
乎
登
清
申
轟

④
神
道
秘
訣
祓

　
神
道
秘
訣
稜

　
謹
請
再
拝
々
々
高
天
乃
原
仁
神
留
坐
須
、
吾
皇
御
孫
乃
尊
法
於
以
、
八
百
萬
乃
神

達
於
、
神
集
仁
神
賜
比
、
神
議
仁
議
賜
天
、
萬
乃
罪
答
崇
祓
賜
比
、
某
息
災
延
命
令
為

賜
き
、
再
拝
々
々

③
「
中
臣
祓
」
の
構
成

　
松
尾
氏

は
「
中
臣
祓
」
の
詞
章
を
「
拍
手
祓
」
（
A
）
と
「
神
道
秘
訣
祓
」
（
B
）
の
二

段

に
別
け
て
い
る
。
筆
者
は
松
尾
氏
の
指
摘
に
依
拠
し
つ
つ
も
「
拍
手
祓
大
事
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

中
心
と
し
て
、
「
中
臣
祓
」
は
以
下
の
四
段
に
別
け
ら
れ
る
と
考
え
た
い
。

A

①
（
八
幡
大
菩
薩
御
詠
歌
）

コ

ギ

ウ
ケ
テ
　
今
ゾ
待
ツ
ラ
ン
法
船

南
無
阿
弥
陀
仏
息
ノ
宿
二

②
拍
手
祓
大
事
（
便
宜
上
、
「
〔
梵
字
・
ウ
ン
〕
三
反
」
も
含
め
た
。
）

神
風
ゾ
、
我
三
毒
ヲ
吹
キ
ハ
ロ
フ
、
残
ル
心
ハ
高
天
ナ
ル
ラ
ン

　
①
は
、
東
大
寺
の
鎮
守
で
あ
る
八
幡
宮
（
現
・
手
向
山
八
幡
宮
）
に
ま
つ
ら
れ
る

「
八
幡
大
菩
薩
」
に
対
す
る
法
楽
と
考
え
ら
れ
る
。
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
み
え
る
の

は

阿
弥
陀
仏
が
「
八
幡
大
菩
薩
」
の
本
地
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
寡
聞

に
し
て
こ
れ
と
同
様
の
和
歌
を
法
楽
と
し
て
捧
げ
て
い
る
例
を
知
ら
な
い
。

　
②
は
、
松
尾
氏
が
指
摘
し
て
い
る
「
拍
手
祓
大
事
」
、
③
④
は
中
臣
祓
を
省
略
し

た
略
祓
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
中
臣
祓
」
は
、
八
幡
大
菩
薩
に
対
し
て
法
楽
を
捧
げ

た
後
に
典
拠
と
す
る
作
法
を
変
え
な
が
ら
、
三
重
に
祓
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
言
え

る
。　

以
下
②
③
④
の
典
拠
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
ゆ
く
。
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④
「
中
臣
祓
」
と
「
拍
手
祓
大
事
」

②
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
通
り
松
尾
氏
が
す
で
に
典
拠
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
松
尾
氏
は

高
野
山
大
学
所
蔵
『
神
道
三
輪
源
流
神
道
口
訣
』
上
の

　
　
　
拍
手
祓
大
事

　
　
或

云
、
奉
幣
供
物
祈
請
求
願
時
、
大
二
打
ハ
陽
故
唱
へ
、
小
打
ハ
陰
和
ス
ル
義
也
。

　
　
正
為
レ
参
時
ハ
是
．
驚
覚
．
義
也
。
退
ク
時
ハ
是
．
告
け
暇
故
歓
喜
ノ
義
、
同
二
膳
夫
告
レ

　
　
成
ル
，
之
式
三
。
故
云
二
拍
手
ト
一
炊
．
意
放
。
私
云
、
天
．
神
地
神
令
二
歓
喜
一
、
故

　
　
除
障
驚
覚
歓
喜
義
二
叶
フ
。
唯
一
家
ノ
唱
文
可
レ
思
二
合
之
一
也
。
○
恵
手
文
天
也
男

　
　
也
陽
也
。
○
立
二
三
指
一
文
水
火
風
也
。
○
吹
祓
ト
者
作
ニ
シ
一
ア
小
三
古
印
ノ
印
一
唱
二

　
　
秘
歌
．
一
三
度
吹
祓
也
。
○
吾
三
毒
文
貧
瞑
擬
三
毒
也
。
意
ハ
以
二
神
風
一
打
二
佛

　
　
吾
力
三
毒
ヲ
一
、
故
明
了
潔
白
心
即
高
天
成
ト
為
レ
言
．
。
○
恵
手
空
入
レ
掌
文
以
二
空

　
　
指
ヲ
一
喩
ニ
フ
一
心
三
。
故
押
下
．
ア
地
水
風
以
二
一
二
指
ヲ
一
一
心
ヲ
上
、
中
指
観
ス
ニ
高
天

　
　
原
ト
一
、
印
少
挙
．
。
○
木
綿
文
古
ハ
用
二
毛
綿
一
今
用
レ
紙
略
也
。
此

　
　
唱
レ
歌
、
左
．
リ
右
へ
左
右
左
ト
振
ア
為
二
此
．
一
度
ト
一
。
左
右
左
　
度
々
如
レ
此
。
惣

　
　
捧
レ
幣
時
如
レ
此
作
レ
ス
之
。
三
指
ハ
即
小
三
古
印
也
。
○
高
天
原
文
名
二
御
幣
印
一

　
　
此
レ
ロ
傳
也
。
○
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
五
反
祓
文
是
又
同
左
右
左
ト
為
二
一
度
一
ト

　
　
作
二
．
五
反
一
、
唱
レ
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
祓
也
。
口
傳
○
拍
掌
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕

　
　
三
文
唱
レ
　
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
打
也
。
一
ハ
小
ク
ニ
ハ
大
二
打
、
口
傳
也
。
〔
梵
字
・

　
　
ボ

ロ

ン
〕
成
就
速
疾
．
義
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
引
用
者
）

の

う
ち
、
傍
線
部
に
注
目
し
て
「
神
風
ゾ
、
我
三
毒
ヲ
吹
キ
ハ
ロ
フ
、
残
ル
心
ハ
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

天

ナ
ル
ラ
ン
」
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
松
尾
氏
が
注

目
さ
れ
た
『
神
道
三
輪
源
流
神
道
口
訣
』
は
、
近
世
後
期
に
三
輪
流

神
道
・
源
流
に
伝
わ
る
口
訣
類
を
総
括
し
て
注
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三

輪
流
神
道
・
源
流
と
は
、
地
蔵
院
・
昌
雄
の
書
写
し
た
『
神
道
傳
授
聞
書
』
に
「
三

輪
流
開
基
　
鏡
圓
上
人
　
五
流
ア
リ
。
古
流
　
新
ー
　
源
－
　
圓
了
ー
参
元
1

　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

今
ノ
流
ハ
源
流
ナ
リ
。
」
と
あ
っ
て
、
当
時
の
三
輪
流
神
道
の
中
で
広
く
相
承
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

た
流
派
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
神
道
三
輪
源
流
神
道
口
訣
』
が
、
三
輪
流
神
道
に
伝
わ
る
口
訣
類
に
注
釈
を
施

し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
松
尾
氏
の
指
摘
す
る
秘
歌
の
共
通
性
を
確
認
す
る
為
に
注
釈

が
施
さ
れ
て
い
な
い
形
を
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
『
神
道
三
輪
源
流
神
道
口
訣
』
上

に
は
「
拍
手
祓
大
事
」
よ
り
後
に
「
已
上
離
巻
三
十
五
通
了
。
」
と
あ
っ
て
、
そ
こ

ま
で
に
記
さ
れ
た
口
訣
類
と
『
三
輪
流
神
道
源
流
集
　
離
　
神
前
部
』
に
記
さ
れ
た

口

訣
類

に
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
順
序
も
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
に
『
三

輪
流
神
道
源
流
集
　
離
　
神
前
部
』
の
「
拍
手
祓
大
事
」
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

長
谷
寺
所
蔵
『
三
輪
流
神
道
源
流
集
　
離
　
神
前
部
』

　
　
　
　
　
・
拍
手
祓
大
事

　
　
　
先
護
身
水
　
　
　
　
・
次
恵
手
五
指
ヲ
立
テ
三
度
吹
祓
。

　
　
　
護
身
イ
ニ
無
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
神
風
屋
吾
毒
於
吹
沸
比
残
心
哉
高
天
成
留
羅
牟

　
　
　
次
恵
手
空
入
レ
掌
、
横
ニ
ヘ
テ
地
水
風
三
指
．
一
以
二
捻
中
指
．
一

　
　
イ
ニ
此
行
無
シ
。
亦
五
指
伸
ト
ア
リ
。

　
　
　
立

テ
、
高
天
原
登
観
ス
。
歌
日
、

　
　
　
吾
手
仁
曽
神
乃
木
綿
四
手
切
懸
天
祓
波
残
留
罪
茂
阿
羅
志
那

　
　
　
次
五
指
直
久
立
テ
、
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
五
遍
祓
　
次
拍
掌
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕

　
　
　

三
反
。

　
　
　
次
弾
指
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
二
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

高
野
山
大
学
所
蔵
『
三
輪
流
神
道
　
神
前
部
　
離
』

　
　
　
　
拍
手
祓
大
事

　
　
先
護
身
法
　
次
恵
手
ノ
三
指
ヲ
立
テ
三
度
吹
祓
。

秘
寄
云
、
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但
、
小
三
古
印
　
神
風
屋
吾
三
毒
於
吹
沸
比
残
留
心
哉
高
天
成
留
羅
牟

　
　
次
恵
手
空
入
掌
二
横
ヘ
テ
地
水
風
三
指
ヲ
以
捻
ス
。
中
指
ヲ
立
テ
高
天
原
登
観
。

　
　
寄
日
、
吾
手
偏
神
乃
木
綿
四
手
切
懸
天
祓
波
残
留
罪
毛
阿
羅
志
那

　
　
次
五
指
直
ク
立
テ
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
五
遍
祓
　
次
拍
掌
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕

　
　
三

　
　
次
弾
指
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
三

と
あ
る
。
両
書
の
「
拍
手
祓
大
事
」
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
　
0
　
護
身
法
の
後
、
右
手
の
指
を
立
て
、
息
を
吹
き
か
け
る
。

　
　
②

「
神
風
や
吾
三
毒
を
吹
沸
ひ
残
る
心
や
高
天
な
る
ら
む
」
の
秘

　
　
　

歌
を
唱
え
る
。

　
　
③

右
手
の
掌
に
親
指
を
横
た
え
、
人
差
指
・
薬
指
・
小
指
で
に
ぎ
る
。

　
　

0
　
中
指
を
立
て
、
そ
こ
が
高
天
原
で
あ
る
事
を
観
想
す
る
。

　
　
⑤
　
五
本
の
指
を
立
て
、
「
吾
手
に
そ
　
神
の
木
綿
四
手
　
切
か
け
て
　
祓
は

　
　
　
残

る
　
罪
も
あ
ら
し
な
」
の
秘
歌
を
唱
え
る
。

　
　
⑥
　
ボ
ロ
ン
と
唱
え
な
が
ら
祓
う
。

　
　
⑦
　
ボ
ロ
ン
と
唱
え
な
が
ら
拍
掌
、
弾
指
を
行
う
。

　
『
神
道
三
輪
源
流
神
道
口
訣
』
を
参
考
に
し
て
解
釈
す
る
と
、

0
で
は
指
を
三
毒
で
あ
る
貧
・
瞑
・
擬
の
象
徴
と
し
、
神
風
を
象
徴
す
る
息
を
吹
き

掛
け
、
②
の
秘
歌
を
唱
え
る
。
「
吾
三
毒
」
に
つ
い
て
は
「
我
が
身
の
毒
」
と
解
釈

で

き
る
。
「
我
が
身
の
毒
」
と
は
、
神
道
の
罪
稜
れ
と
三
毒
を
同
義
と
み
て
い
る
と

も
思
わ
れ
る
。
●
は
三
毒
が
吹
き
払
わ
れ
て
清
浄
と
な
っ
た
と
こ
ろ
が
高
天
原
で
あ

り
、
神
々
が
集
ま
る
事
を
観
想
す
る
。
0
③
●
の
所
作
は
、
②
で
唱
え
る
秘
歌
の
象

徴
的
動
作
と
思
わ
れ
る
。
⑤
は
自
ら
の
手
を
御
幣
と
す
る
為
の
秘
歌
で
あ
り
、
御
幣

と
し
た
自
ら
の
手
で
⑥
の
祓
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
⑦
に
つ
い
て
は
、
『
神
道
三
輪

源
流
神
道
口
訣
』
に
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
は
「
成
就
速
疾
ノ
義
也
」
と
あ
る
よ
う
に

速
や
か

に
成
就
せ
し
め
る
為
の
所
作
で
あ
ろ
う
。

　
「
中
臣
祓
」
に
視
点
を
戻
す
と
、
「
拍
手
祓
」
と
一
致
す
る
部
分
は
、

「中
臣
祓
」

「
拍
手
祓
大
事
」
（
コ
ニ
輪
流
神
道
　
神
前
部
　
離
』
）

0

先護
身
法
　
次
恵
手
ノ
三
指
ヲ
立
テ
三
度
吹
祓
。

②

神
風天

ナ
ル
ラ
ン

神
風
量
吾
三
毒
於
吹
沸
比
残
留
心
哉
高
天
成
竃
牟

8

次
恵以

捻
ス
。
中
指
ヲ
立
テ
高
天
原
登
観
。

⑤

我手
ニ
ゾ
　
神
ノ
ユ
ウ
シ
デ
切
リ
カ
ケ
テ
祓
ヘ
バ
残
ル
　
罪
モ
ア
ラ
シ
ナ

吾
手
仁
曽
神
乃
木
綿
四
手
切
懸
天
祓
渡
残
留
罪
毛
阿
羅
志
那

Φ
⑦

〔梵

次
五

　
次
拍
掌
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
三
　
次
弾
指
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
三

1

〔梵
字
・
ウ
ン
〕
三
反

②
⑤
⑥
⑦
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑥
⑦
は
、
所
作
は
共
通
す
る
も
の
の
、
行
な
う
回
数

は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
『
三
輪
神
道
源
流
集
　
離
　
神
前
部
』
と
『
三
輪
流
神

道
神
前
部
　
離
』
で
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
所
作
と
み
て
お
く
。

　
「
中
臣
祓
」
と
「
拍
手
祓
大
事
」
が
異
な
る
点
に
目
を
向
け
る
と
、
前
者
に
お
い

て

は
、
0
③
④
が
省
略
さ
れ
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
⑥
⑦
以
外
の
所
作
を

省
略
し
て
、
秘
歌
の
み
を
記
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
0
③
0
は
②
の
秘
歌
を
象
徴

す
る
所
作
で
あ
る
が
、
⑥
⑦
は
実
際
に
祓
を
行
な
う
所
作
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
⑥

⑦
の
所
作
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
記
述
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
0
に
あ

る
「
護
身
法
」
に
つ
い
て
、
松
尾
氏
の
紹
介
す
る
「
中
臣
祓
」
の
詞
章
に
は
「
護
身

法
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
管
見
に
ふ
れ
た
も
の
に
は
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た

こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
「
中
臣
祓
」
の
う
ち
、
「
神
風
ゾ
、
我
三
毒
ヲ
吹
キ
ハ
ロ
フ
、
残

ル
心
ハ
高
天
ナ
ル
ラ
ン
」
の
秘
歌
の
み
で
な
く
、
こ
の
秘
歌
か
ら
「
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕

三
反
　
次
拍
掌
　
次
弾
指
三
度
」
ま
で
は
「
拍
手
祓
大
事
」
と
共
通
す
る
と
い
え
る
。
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⑤
「
中
臣
祓
」
と
真
言
神
道
・
修
験
道

　
こ
れ
ま
で
述
べ
た
「
拍
手
祓
大
事
」
と
共
通
す
る
作
法
は
、
名
称
は
異
な
る
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ど
も
三
輪
流
神
道
に
限
ら
ず
、
御
流
神
道
や
修
験
道
に
お
い
て
も
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
修
験
道
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
真
言
神
道
で
用
い
ら
れ
た
も
の

を
取
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
「
拍
手
祓
大
事
」
と
共
通
す
る
作
法
の
う
ち
、
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、
御
流
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

道
の
印
信
を
集
成
し
た
「
八
十
通
印
信
」
の
一
本
で
あ
る
『
神
道
横
次
第
』
（
國
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

院
大
學
河
野
博
士
記
念
室
所
蔵
）
及
び
『
御
流
神
道
横
印
信
類
従
』
（
名
古
屋
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

附

属
図
書
館
神
宮
皇
学
館
文
庫
所
蔵
）
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
は
ほ
ぼ
同
内

容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
後
者
と
比
較
し
て
図
な
ど
が
省
略
さ
れ
て
い
る

部
分
も
み
う
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
神
道
横
次
第
』
を
用
い
て
考
察
を
進
め
る
。

國
學
院
大
學
河
野
博
士
記
念
室
所
蔵
『
神
道
横
次
第
』

　
　
五
十
二
伊
勢
拍
手
大
事
　
亦
名
二
祓
．
大
事
ト
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
テ
カ
ク

　
　
伊
勢
拍
手
祓
　
於
二
春
日
宮
三
云
二
此
手
拍
稜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
キ
ヲ

　
　
先
右
手
作
二
三
古
印
一
氣
三
度
吹
懸
寄
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
マ

　
　

神
風
楚
吾
加
三
毒
於
吹
沸
宇
残
留
心
也
天
間
成
流

　
　
覧
天
間
成
流
覧
ト
云
庭
、
大
指
以
地
水
風
三
指
ヲ
押
ア
火
指

　
　
一
．
立
．
ア
天
間
原
ト
可
レ
観
、
此
火
指
ノ
上
八
百
萬
神
達
集
給
無
疑
云
云

　
　
　
左
願

　
　

次
右
手
五
指
開
御
幣
観
寄
日

　
　
吾
手
仁
曽
神
能
錦
四
手
切
懸
ア
沸
ヘ
ハ
残
留
罪
ハ
安
羅
志
那

　
　
　
　
ム
ロ
　
　
　
　
　
テ

　
　
次

〔梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
真
言
五
遍
満
五
度
身
，
可
レ
沸

　
　
　
　
△
合
掌
シ
テ
右
．
手
、
左
ノ
五
指
根
本
迄
引
、
小
二
度
打
大
一
度
打

　
　
次
拍
掌
三
度
究
日
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
次
弾
指
三
度
明
日
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕

　
　
若
他
人
成
此
祓
者
、
眼
前
有
草
木
枝
引
切
．
ア
枝
ヲ
手
二

　
　
持
．
ア
今
二
首
寄
讃
ア
他
人
方
其
枝
ヲ
可
レ
送
、
其
レ
．
以
．
ア
能
々
ク

　
　
身
，
打
沸
、
男
ハ
玉
九
女
、
女
ハ
聞
神
ノ
神
ノ
方
可
レ
捨

　
　
　
右
此
秘
寄
神
道
第
一
甚
深
．
奥
蔵
也
、
致
二
此
大
事

　
　
　
汚
稜
不
浄
當
躰
以
諸
神
前
佛
前
全
ク
不
レ
可
レ
有
其
罪
二
云
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
＞

　
『
神
道
横
次
第
』
『
御
流
神
道
横
印
信
類
従
』
は
、
伊
藤
聡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
東
大
寺
修
二
会
に
参
籠
し
た
法
華
堂
衆
・
蓮
乗

院
寅
清
も
相
伝
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
神
道
横
次
第
』
の
相
伝
に
寅
清

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
「
符
法
状
」
に

　
　
猶
以
依
け
為
三
一
流
相
承
一
、
分
二
発
シ
之
↓
、
錐
二
率
爾
也
一
、
有
二
懇
志
一
間
、
寅

　
　
清
阿
閣
梨
、
宣
秀
仁
為
コ
ル
付
属
～
所
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
引
用
者
）

（
M
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
な
お
、
寅
清
と
真
言
神
道
と
の
関
わ
り
や
、
神
祇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

書
受
容
に
つ
い
て
は
伊
藤
・
松
尾
両
氏
が
指
摘
し
、
筆
者
も
別
稿
で
述
べ
た
が
、
以

下
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
寅
清
は
、
『
神
祇
秘
⑨
』
、
「
神
道
灌
頂
授
与
作
法
」
・
「
神
道
灌
頂
法
則
」
、
『
大
神

　
　
（
3
9
）

宮
本
地
』
、
な
ど
の
神
祇
書
の
奥
書
に
そ
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
書

を
所
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
穴
地
蔵
弁
財
天
等
の
遷
宮
に
関
与
し
て
お

城〉

真
言
神
道
の
思
想
や
儀
礼
に
関
し
て
造
詣
の
深
い
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
大
峰
で
の
入
峰
や
春
日
山
中
で
の
当
行
を
行
な
っ
て
験
を
つ
み
、
一
方
で
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

言
密
教
の
忍
辱
山
流
を
相
承
し
て
い
る
。

　
寅
清
に
留
ま
ら
ず
、
当
時
の
東
大
寺
内
で
は
、
『
神
道
横
次
第
』
の
「
麗
気
水
丁
」

（第
初
重
横
八
）
や
「
日
本
水
丁
」
（
極
一
）
に
「
東
大
寺
絹
索
院
」
で
神
道
灌
頂
が

行

な
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
前
掲
の
寅
清
が
所
持
し
た
と
思
わ
れ
る

神
祇
書
の
相
伝
に
東
大
寺
堂
衆
の
関
与
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
真
言
神
道
が

受
容
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
の
東
大
寺
内
で
は
真
言
神
道
が

受
容
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
は
「
中
臣
祓
」
に
み
ら
れ
る
「
拍
手
祓
大
事
」
の
内
容
と

同
一
の
口
訣
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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無
論
、
松
尾
氏
の
指
摘
す
る
「
中
臣
祓
」
と
三
輪
流
神
道
と
の
関
わ
り
も
否
定
は

出
来
な
い
も
の
の
、
（
い
）
御
流
神
道
や
修
験
道
で
も
「
拍
手
祓
大
事
」
と
共
通
す

る
口
訣
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
（
ろ
）
中
世
末
期
頃
に
東
大
寺
内
で
相
伝
さ
れ

た
『
神
道
横
次
第
』
に
そ
れ
が
「
伊
勢
拍
手
祓
」
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
（
は
）

「
中
臣
祓
」
の
中
に
は
「
拍
手
祓
」
と
記
さ
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、

ひ

と
ま
ず
三
輪
流
神
道
に
限
定
せ
ず
、
真
言
神
道
で
用
い
ら
れ
た
「
拍
手
祓
大
事
」

「伊
勢
拍
手
祓
」
と
共
通
す
る
作
法
が
み
ら
れ
る
と
し
て
お
き
た
い
。

⑥
略
祓
の
典
拠

　
③
④
は
中
臣
祓
の
重
要
な
部
分
を
抜
き
出
し
、
簡
略
化
し
た
、
略
祓
の
一
種
で
あ

る
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
両
者
と
も
、
同
詞
章
を
も
つ
略
祓
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

　
以

下
、
③
④
の
略
祓
の
「
清
申
壽
」
「
祓
賜
比
」
の
句
に
注
目
し
て
、
典
拠
を
探
る

手
が
か
り
と
し
て
み
た
い
。

　
③
と
④
の
大
き
な
差
は
、
③
が
「
清
申
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
④
は
「
祓
賜
」

と
あ
る
点
で
あ
る
。
な
お
、
『
朝
野
群
載
』
に
み
え
る
「
中
臣
祭
文
」
は
「
祓
給
．
清

給
事
．
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
岡
田
荘
司
氏
は
こ
の
差
に
つ
い
て
、
卜
部
兼
見
本
『
中
臣
祓
抄
』
の

　
　
○
祓
賜
清
賜
、
此
詞
ヲ
以
テ
、
詮
要
ト
ス
ル
也
、
一
心
二
、
此
祓
ヲ
ス
レ
ハ
、

　
　
神
ノ
御
方
ヨ
リ
、
不
祥
ヲ
ハ
ラ
イ
玉
イ
、
清
メ
玉
フ
也
、
コ
ナ
タ
ハ
、
エ
ハ
ラ

　
　
ハ
ス
、
工
清
メ
サ
レ
ト
モ
、
此
祓
ノ
徳
ニ
テ
、
神
ノ
ハ
ラ
イ
、
キ
ヨ
メ
玉
フ
也
、

　
　
惣
シ
テ
祓
ハ
、
五
十
絵
本
ア
リ
、
此
祓
ハ
、
正
義
直
授
祓
ト
云
、
神
代
ヨ
リ
、

滴
々
相
承
ノ
祓
也
、
陰
陽
道
ニ
ハ
、
祓
イ
申
ス
、
清
メ
申
ス
ト
云
リ
、
ソ
レ
ハ
、

吾
力
、
自
ラ
祓
イ
、
吾
力
、
自
ラ
清
ル
也
、
祓
賜
清
賜
ト
申
ス
、
賜
ノ
鮎
、
吾

家
ノ
相
傳
也
、
吾
自
ラ
祓
ヨ
リ
ハ
、
神
ノ
祓
賜
ハ
、
其
徳
マ
サ
ル
ヘ
シ
、

を
引
用
し
た
上
で
、

（傍
線
引
用
者
）

　
　

吉
田
流
に
と
っ
て
「
祓
賜
清
賜
」
の
句
は
、
中
臣
祓
の
「
詮
要
」
と
す
る
所
で
、

　
　

陰
陽
道
と
伊
勢
流
に
使
わ
れ
た
「
祓
申
清
申
」
と
あ
る
祓
本
と
は
根
本
的
な
相

　
　

違
が
存
し
て
い
る
。
「
申
」
は
祓
の
自
力
的
な
自
覚
が
強
調
さ
れ
自
力
聖
道
門

　
　

に
属
す
る
の
に
対
し
、
「
賜
」
と
は
神
の
意
志
で
祓
わ
れ
る
他
力
易
行
門
に
属

　
　
す
る
。

　

と
し
、
前
者
を
「
自
力
祓
」
、
後
者
を
「
他
力
祓
」
と
し
て
区
別
す
る
。
ま
た
、

そ
の
歴
史
的
展
開
と
し
て
、
大
祓
詞
や
中
臣
祓
は
「
他
力
的
祓
で
あ
っ
た
の
が
、
陰

陽
道
で
は
自
力
祓
に
転
換
し
、
陰
陽
祓
の
影
響
を
う
け
た
伊
勢
流
祓
も
こ
れ
を
継
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

し
て
い
く
が
、
一
方
の
吉
田
流
は
他
力
祓
に
復
し
て
い
る
」
と
す
る
。

　

こ
れ
を
参
考
に
し
て
③
④
を
み
る
と
、
「
清
申
壽
」
と
あ
る
③
は
陰
陽
道
や
伊
勢
流

の
祓
で
用
い
ら
れ
た
自
力
祓
で
あ
る
と
い
え
、
「
祓
賜
比
」
と
あ
る
④
は
「
中
臣
祭
文
」

や

吉
田
流
の
祓
で
用
い
ら
れ
た
他
力
的
祓
・
他
力
祓
で
あ
っ
て
系
統
を
異
に
す
る
も

の

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
③
④
に
は
異
な
る
典
拠
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
以
下
、
そ
れ
ぞ

れ

の
典
拠
を
考
察
す
る
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
自
力
祓
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
陰
陽
道
流
や
伊
勢
流
の

祓
の
影
響
を
う
け
た
詞
章
と
推
定
さ
れ
る
。

　
③
と
同
じ
自
力
祓
に
属
す
る
も
の
で
注
目
さ
れ
る
の
は
松
尾
氏
が
翻
刻
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
）

『加
行
之
事
』
（
明
治
二
九
年
、
興
福
寺
蔵
・
大
西
良
慶
筆
原
本
）
の
中
に
記
さ
れ
た

略
祓
の
詞
章
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
「
左
男
鹿
ノ
八
ノ
御
耳
．
振
立
テ
所
聞
食
ト
祓
．
申
シ
清
．

申
ス
謹
請
再
拝
々
々
々
々
」
（
傍
線
引
用
者
）
と
あ
っ
て
自
力
祓
で
あ
る
。
ま
た
、
冒

頭

に
は
「
大
中
臣
祓
」
と
同
様
に
五
帝
龍
王
が
勧
請
さ
れ
る
。
こ
の
祓
詞
は
、
自
力

祓
で
あ
る
こ
と
、
五
帝
龍
王
を
勧
請
す
る
こ
と
、
「
左
男
鹿
ノ
八
．
御
耳
ヲ
振
立
テ
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

句
を
伊
勢
流
で
は
読
ま
な
い
事
が
口
伝
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陰
陽
道
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

祓
の

影
響
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
中
世
の
興
福
寺
に
於
い
て
は
、
幸
徳
井
家
の
陰
陽
師

が
、
し
ば
し
ば
荒
神
祓
を
行
な
っ
て
門
跡
に
奉
仕
す
る
等
、
祓
に
関
わ
る
儀
礼
を
執

　
　
　
　
（
σ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祁
）

行
し
て
い
る
。
こ
の
荒
神
祓
は
東
大
寺
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か

ら
、
陰
陽
道
流
の
祓
で
用
い
ら
れ
る
自
力
祓
形
式
の
略
祓
は
、
寺
院
と
陰
陽
師
の
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交
流
の
中
で
摂
取
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　
以
上
の

こ
と
か
ら
、
③
の
典
拠
と
し
て
、
陰
陽
道
流
の
祓
を
想
定
し
た
い
。

　
④
は
「
神
道
秘
訣
祓
」
の
名
を
有
す
る
が
、
先
述
の
通
り
同
名
・
同
詞
章
を
持
つ

略
祓
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
「
大
中
臣
祓
」
（
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
『
二
月
堂
兇
師
祓
』
）
で
は

　
　

箋
八
百
万
諸
神
達
左
男
鹿
乃
八
乃
耳
於
振
立
天
如
意
宝
珠
之
玉
御
簾
乎

　
　
上
天
聞
食
止
申
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
引
用
者
）

と
し
て
、
④
と
同
じ
他
力
祓
の
略
祓
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
大
中
臣
祓
」
で

用

い

ら
れ
て
い
る
詞
章
は
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

現
行
の
も
の
ま
で
変
化
し
て
い
な
い
。
「
大
中
臣
祓
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
詞
章

を
も
つ
略
祓
は
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
大
中
臣
祓
」
の
形
成
に
は
、
仏
教
に
お
い

て

用

い

ら
れ
て
い
た
略
祓
が
用
い
ら
れ
た
、
独
自
に
「
中
臣
祭
文
」
か
ら
作
成
し
た

等
、
複
数
の
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
も
の
の
特
定
は
出
来
な
い
。

　
④
に
つ
い
て
も
同
様
に
他
力
祓
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
典
拠
に
つ
い
て
、
複

数
の
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が

　
・
「
中
臣
祓
」
に
お
い
て
「
祓
」
に
「
祓
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
事
。

　
・
「
罪
答
崇
稜
賜
比
」
の
句
。

　
・
「
息
災
延
命
令
為
」
の
句
。

の
三
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
「
祓
」
に
「
祓
」
を
用
い
る
の
は
吉
田
神
道
の
伝
統
的
な
風
習
で
あ
り
、
他
力
祓

は
吉
田
神
道
で
も
用
い
ら
れ
る
。

　
次
に
「
罪
答
崇
祓
賜
比
」
の
句
で
あ
る
が
、
管
見
に
ふ
れ
た
も
の
の
う
ち
に
「
崇
」

に
「
タ
・
リ
」
と
仮
名
が
振
ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
来
は
「
罪
答
崇

祓
賜
比
」
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
『
朝
野
群
載
』
に
集
録
さ
れ
た
「
中

臣
祭
文
」
を
は
じ
め
と
す
る
中
臣
祓
に
は
、
こ
の
「
崇
」
は
み
え
な
い
。
し
か
し
、

吉
田
兼
倶
自
筆
本
『
中
臣
祓
』
を
は
じ
め
と
す
る
吉
田
神
道
の
影
響
を
受
け
た
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

わ
れ
る
も
の
を
中
心
と
し
て
、
「
崇
」
が
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
が
み
え
る
。
両
者

の
該
当
箇
所
を
示
し
て
お
く
と
、

　
　
『
朝
野
群
載
』
「
中
臣
祭
文
」
　
…
過
犯
ヶ
牟
種
々
乃
罪
ヲ
ハ

　
　
吉
田
兼
倶
自
筆
本
『
中
臣
祓
』
…
過
於
犯
筆
雑
々
乃
罪
事
答
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
引
用
者
）

で

あ
る
。
「
崇
」
が
含
ま
れ
た
中
臣
祓
が
南
都
で
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
近
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

初
期
に
書
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
中
臣
祓
』
（
春
日
社
家
大
東
家
本
）
か
ら
も
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
に
は
様
々
な
祓
詞
や
次
第
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
吉
田

神
道
の
影
響
を
う
け
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
中
臣
祓
」
が
形
成
さ
れ
る
背
景
、
④
の
典
拠
に
、
吉
田
神

道
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
吉
田
神
道
の
南
都
に
お
け
る
受
容
を

み
て

み
た
い
。

　
松
尾
氏

は
『
二
月
堂
修
中
覚
悟
記
』
〔
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
書
写
、
平
岡
昇
修

師
所
蔵
〕
か
ら
、
東
大
寺
修
二
会
に
お
い
て
も
巫
女
が
「
俄
悔
・
祓
」
の
為
に
訪
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誕
）

て

い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
巫
女
が
ど
の
よ
う
な
作

法
・
儀
礼
を
行
な
っ
た
の
か
、
中
臣
祓
が
用
い
ら
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
定
か

で
は
な
い
。

　
広
く
、
南
都
全
体
に
目
を
向
け
る
と
、
春
日
社
内
に
お
い
て
、
中
世
末
期
か
ら
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

田
神
道
を
受
容
す
る
動
き
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
先
述
の
『
中
臣
祓
』
（
春
日
社
家

大
東
家
本
）
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
吉
田
家
の
玄
関
帳
で
あ
る

「
御

広
間
雑
記
」
か
ら
は
、
慶
安
か
ら
寛
文
年
間
に
、
春
日
社
の
社
人
や
大
和
の
陰

陽
師
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
陰
陽
師
が
中
臣
祓
や
御
身
神
法
を
伝
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
松
尾
氏
は
『
安
居
屋
諸
経
集
写
』
〔
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
、
興
福
寺
所
蔵
〕

か

ら
、
「
安
居
屋
に
お
け
る
安
居
修
行
に
お
い
て
、
江
戸
後
期
に
中
臣
祓
に
基
づ
く

「身
曽
貴
太
祓
」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
」
と
し
て
、
興
福
寺
・
薬

師
寺
慈
恩
会
や
維
摩
会
の
竪
義
加
行
、
東
大
寺
修
二
会
の
別
火
と
同
じ
「
参
籠
修
行
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（
5
7
）

に

お

け
る
潔
斎
作
法
と
い
う
点
で
、
類
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
」
と
す
る
。
『
安
居

屋
諸
経
集
写
』
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
為
に
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
れ
は
吉

田
神
道
で
用
い
ら
れ
た
「
身
曽
貴
太
祓
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
前
掲
の
『
中
臣
稜
』

（春

日
社
家
大
東
家
本
）
に
も
み
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
興
福
寺
に

お

い
て

は
、
近
世
後
期
に
吉
田
神
道
で
用
い
ら
れ
た
祓
が
受
容
さ
れ
て
い
た
と
言
え

　
（
認
）

よ
う
。
た
だ
し
、
東
大
寺
に
お
け
る
吉
田
神
道
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺
八
幡

宮
に
お
け
る
受
容
を
含
め
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

よ
っ
て
、
④
は
他
力
祓
で
あ
る
事
、
「
中
臣
祓
」
に
お
い
て
「
祓
」
に
「
祓
」
の

字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
「
罪
各
崇
祓
賜
比
」
の
句
か
ら
、
吉
田
神
道
の
影
響
を

う
け
た
略
祓
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
に
は
、
吉
田
神
道
の
影
響
を
う

け
て
南
都
で
形
成
さ
れ
た
祓
も
考
慮
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
最
後
に

④
に
「
息
災
延
命
令
為
」
の
句
が
含
ま
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
朝
野

群
載
』
所
収
の
「
中
臣
祭
文
」
に
は
見
え
な
い
句
で
あ
り
、
「
祓
賜
比
」
の
後
に
付
さ

れ

る
事
か
ら
、
典
拠
と
な
っ
た
略
祓
の
祈
願
内
容
を
示
す
句
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
④
の
典
拠
は
災
い
を
取
り
去
っ
て
、
命
を
延
ば
す
目
的
で
用
い
ら
れ
た
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弱
）

祓
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
掲
の
『
中
臣
祓
』
（
春
日
社
家
大
東
家
本
）
に
は
「
申

上
」
と
し
て

　
　
奉
ぽ
献
物
者
・
銀
ノ
前
切
金
乃
・
散
供
・
散
米
乎
以
天
・
申
シ
奉
仁
依
天
・
神
波
一
滴
乎

　
　
以
天
・
四
海
仁
満
津
・
一
粒
乎
以
天
・
五
嶽
仁
施
與
賜
布
・
通
力
在
須
・
則
目

　
　
効
馴唄
・
願
主
仁
來
響
・
憾
怠
不
浄
乃
・
罪
答
乎
・
他
方
江
沸
比
退
介
・
¶

　
　
延
命
・
安
穏
泰
平
仁
令
レ
成
給
歪
・
畏
美
恐
美
毛
申
奉
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
引
用
者
）

と
み
え
て
、
「
只
今
乃
御
祓
能
効
験
乎
以
天
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
祓
を
行
な
っ
た
後
に

唱
え
ら
れ
る
息
災
延
命
・
安
穏
泰
平
を
祈
願
す
る
為
の
詞
章
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
に
度
会
元
長
が
「
次
郎
大
夫
」
に
伊
勢
内
外
で
秘
伝
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

さ
れ
て
い
た
諸
種
の
祓
を
記
し
て
献
じ
た
『
元
長
修
祓
記
』
の
前
半
に
は
、

　
　
高
天
．
原
二
神
留
坐
ス
吾
ヵ
皇
孫
尊
，
以
テ
、
春
属
諸
．
神
達
，
神
集
二
集
．
、
神
議
二

　
　
議
リ
、
事
寄
セ
賜
イ
吾
等
ヵ
犯
過
覧
所
ノ
罪
各
．
払
退
ヶ
、
息
災
延
命
成
賜
ト
畏
畏
啓
、

　
　
本
二
日
、
此
御
祓
、
病
気
ノ
人
ノ
祈
祷
二
可
レ
然
ト
、
本
二
云
、
是
御
祓
ハ
皆
祈

　
　
ナ
レ
ト
モ
、
是
御
祓
，
如
此
書
故
二
坐
覧
、
謹
請
、
再
拝
再
拝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
引
用
者
）

と
み
え
て
、
こ
の
略
祓
が
病
人
祈
祷
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
れ
も
、
「
罪
答
ヲ
払
退
ヶ
、
息
災
延
命
成
賜
ト
」
と
あ
り
、
祓
の
後
に
息
災
延
命
を
祈

願
す
る
詞
章
を
付
け
加
え
る
形
式
が
共
通
し
て
い
る
。

　

つ

ま
り
、
他
の
②
③
の
祓
は
、
心
身
を
清
浄
に
す
る
為
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
④
は
息
災
延
命
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
若
干
性
格
を
異
に
す
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
④
は
「
神
道
秘
訣
祓
」
と
い
う
名
称
で
息
災
延
命
を
祈
願

す
る
為
の
略
祓
で
あ
っ
た
も
の
が
「
中
臣
祓
」
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
も
思
わ
れ

る
。　

よ
っ
て
、
④
の
「
神
道
秘
訣
祓
」
は
吉
田
神
道
の
影
響
を
う
け
た
、
息
災
延
命
祈

願
の
為
の
略
祓
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
以
上
、
「
清
申
祷
」
「
祓
賜
比
」
の
句
に
注
目
し
て
③
④
の
分
析
を
行
な
っ
た
。
③
は

陰
陽
道
流
の
祓
で
用
い
ら
れ
る
自
力
祓
で
あ
り
、
④
の
「
神
道
秘
訣
祓
」
は
や
吉
田

神
道
で
用
い
ら
れ
る
他
力
祓
の
影
響
が
考
え
ら
れ
、
息
災
延
命
を
祈
願
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
寺
院
と
陰

陽
師
の
関
係
を
想
定
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
南
都
に
お
い
て
も
吉
田
神
道
が
受
容
さ

れ

た
こ
と
を
想
定
し
た
。
今
後
は
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

ま
と
め

以
上
、
「
中
臣
祓
」
の
詞
章
を
四
つ
に
別
け
て
、
「
中
臣
祓
」
は

①
は
、
東
大
寺
八
幡
宮
へ
の
法
楽
。

②
は
、
真
言
神
道
や
修
験
道
で
用
い
ら
れ
た
「
拍
手
祓
大
事
」

　
と
共
通
す
る
作
法
。

「
伊
勢
拍
手
祓
」
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③
は
、
陰
陽
道
流
の
祓
で
用
い
ら
れ
た
自
力
祓
の
略
祓
。

　
④
は
、
吉
田
神
道
の
影
響
を
受
け
た
略
祓
で
、
息
災
延
命
祈
願
に
用
い
ら
れ
た
も

　
　
の
。

よ
り
構
成
さ
れ
る
、
と
考
察
し
た
。
こ
の
様
々
な
祓
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
詞
章
の

総
称

と
し
て
「
中
臣
祓
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
近
世
以
前
に
は
中
臣
祓
が
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

く
祓
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
為
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
典
拠
に
つ
い
て
、
②
以
外
は
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
つ

た
が
、
「
中
臣
祓
」
の
詞
章
が
複
数
の
系
統
の
祓
に
関
わ
る
作
法
を
集
め
て
独
自
の

形
式
を
作
り
上
げ
て
い
る
明
ら
か
に
し
え
た
。

　
つ
ま
り
、
「
中
臣
祓
」
は
東
大
寺
八
幡
宮
へ
法
楽
を
捧
げ
た
後
に
、
典
拠
と
す
る

作
法
や
所
作
を
変
え
な
が
ら
三
重
に
祓
を
行
う
構
造
を
持
ち
、
こ
の
典
拠
に
は
真
言

神
道
、
陰
陽
道
、
吉
田
神
道
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
重
に
も
祓
を
行

な
う
の
は
、
東
大
寺
修
二
会
に
お
い
て
、
心
身
を
清
浄
に
保
つ
こ
と
が
、
い
か
に
重

要
な
こ
と
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
東
大
寺
修
二
会
が
、
諸
儀
礼
の
要
素
を
取
り
込
ん
で
独
自
の
形
式
と
し
て
ゆ
く
こ

と
は
、
先
述
の
通
り
、
佐
藤
道
子
氏
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
中
臣
祓
」
は

東
大
寺
修
二
会
全
体
か
ら
見
れ
ば
小
さ
な
作
法
で
あ
る
が
、
本
稿
に
よ
っ
て
、
「
中

臣
祓
」
に
も
同
様
の
性
格
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。

　
「
中
臣
祓
」
の
典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
東
大
寺
修
二
会
に
関
わ
っ
た
人
々

が
、
東
大
寺
修
二
会
以
外
に
ど
の
よ
う
な
宗
教
儀
礼
や
思
想
と
関
わ
っ
た
の
か
を
儀

礼
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
仏
教
、
神
道
、
陰
陽

道
な
ど
の
様
々
な
宗
教
儀
礼
の
次
第
書
を
通
覧
し
、
共
通
点
を
見
出
し
て
ゆ
く
作
業

が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
調
査
し
得
た
儀
礼
次
第
書
は
、
限
定
的
な
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
東
大
寺
を
は
じ
め
、
南
都
の
社
寺
に
お
け
る
宗
教
儀
礼
の
実
態
に
関
す

る
史
的
研
究
が
進
み
、
本
稿
が
訂
正
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
摺

く
こ
と
と
し
た
い
。

註（
1
）
　
「
大
中
臣
ノ
祓
」
「
大
中
臣
の
祓
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
大
中
臣
祓
」

　

と
す
る
。
「
中
臣
祓
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
「
中
臣
ノ
祓
」
「
中
臣
の
祓
」
と
は
せ
ず
「
中
臣
祓
」

　
　
と
す
る
。

（
2
）
　
本
稿
で
「
大
中
臣
祓
」
「
中
臣
祓
」
と
し
た
場
合
は
東
大
寺
修
二
会
に
お
け
る
も
の
と
す
る
。

　
　
ま
た
、
「
祓
」
に
「
祓
」
の
文
字
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
「
祓
」
に
統
一
す
る
。

（
3
）
　
以
下
、
中
臣
祓
の
展
開
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
宮
地
直
一
ほ
か
編
『
大
祓
詞
註
稗
大
成
』
上

　
　
（
内
外
書
籍
　
一
九
四
一
　
以
下
『
中
臣
祓
・
中
臣
祓
抄
』
）
、
西
田
長
男
・
校
訂
解
題
『
吉
田

　
　
叢
書
第
四
篇
　
中
臣
祓
・
中
臣
祓
抄
』
（
叢
文
社
　
一
九
七
七
）
、
岡
田
荘
司
「
解
題
」
（
『
神
道

　
　
大
系
　
古
典
注
釈
編
八
　
中
臣
祓
註
釈
』
神
道
大
系
編
纂
会
　
一
九
八
五
　
以
下
『
中
臣
祓
註

　
　
釈
』
）
、
同
「
私
祈
祷
の
成
立
ー
伊
勢
流
祓
の
形
成
過
程
ー
」
（
『
神
道
宗
教
』
一
一
八
　
神
道
宗

　
　
教
学
会
　
一
九
八
五
）
等
を
参
照
し
た
。

　
　

な
お
、
中
臣
祓
の
基
本
的
な
詞
章
と
し
て
は
、
『
朝
野
群
載
』
所
収
「
中
臣
祭
文
」
を
用
い
、

　
　
同
書
の
引
用
は
、
『
新
訂
増
補
　
國
史
大
系
』
第
二
九
巻
上
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
六
四
）
を

　
　
用
い
た
。

（
4
）
　
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
編
　
佐
藤
道
子
担
当
『
芸
能
の
科
学
1
3
　
芸
能
調
査
録
4

　
　

東
大
寺
修
二
会
の
構
成
と
所
作
』
別
巻
（
平
凡
社
　
「
九
八
二
）
解
説
二
七
頁
。

（
5
）
　
松
尾
恒
一
「
御
幣
に
み
る
南
都
の
神
仏
習
合
世
界
」
（
『
自
然
と
文
化
』
六
三
号
　
日
本
ナ
シ
ョ

　
　
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
　
ニ
○
○
○
）
五
二
頁
。

（
6
）
　
い
わ
ゆ
る
「
両
部
神
道
」
の
こ
と
。
本
稿
で
は
真
言
密
教
と
の
関
係
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、

　
　
「
真
言
神
道
」
の
語
を
用
い
る
。

（
7
）
　
拙
稿
「
中
世
後
期
東
大
寺
堂
衆
と
兇
師
ー
修
験
道
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
ー
」
（
「
神
社
と

　
　
民
俗
宗
教
・
修
験
道
」
研
究
報
告
H
『
修
験
道
の
地
域
的
展
開
と
神
社
』
　
國
學
院
大
學
2
1
世

　
　
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ニ
○
〇
六
）
、
同
「
蓮
乗
院
寅
清
の
諸
活
動
－
東
大
寺
二
月
堂
修
二

　
　
会
「
中
臣
祓
」
研
究
の
一
助
と
し
て
ー
」
（
『
日
本
文
化
と
神
道
』
第
三
号
　
國
學
院
大
學
2
1
世

　
　
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ニ
○
○
⊥
ハ
）
。

（
8
）
　
松
尾
恒
一
氏
は
「
東
大
寺
修
二
会
別
火
行
に
お
け
る
結
界
の
構
造
」
（
『
國
學
院
雑
誌
』
九
九

　
　
巻
十
一
号
　
國
學
院
大
學
　
一
九
九
八
）
に
お
い
て
「
東
大
寺
修
二
会
に
お
い
て
は
、
よ
り
華

　
　
や
か
な
達
陀
や
兇
師
の
走
り
が
、
民
俗
に
お
け
る
舞
踏
と
し
て
注
目
を
集
め
、
も
っ
ぱ
ら
論
じ

　
　
ら
れ
る
が
、
大
中
臣
祓
儀
や
行
法
開
始
時
の
内
陣
参
入
の
作
法
も
、
看
過
で
き
な
い
問
題
を
は

　
　
ら
ん
で
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
」
（
七
三
頁
）
と
し
て
、
「
大
中
臣
祓
」
等
、
細
部
の
研
究
の

　
　
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
9
）
　
註
5
掲
論
文
　
五
二
・
五
三
頁
。

（
1
0
）
　
伊
藤
聡
・
松
尾
恒
一
「
國
學
院
大
學
蔵
『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
解
題
」
（
『
尭
榮
文
庫
研
究
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紀
要
』
二
号
　
親
王
院
尭
榮
文
庫
　
二
〇
〇
〇
）
六
四
頁
。

（H
）
　
同
右
。

（
1
2
）
　
松
尾
恒
一
「
仏
会
と
縁
起
の
管
理
、
小
考
ー
東
寺
灌
頂
、
興
福
寺
維
摩
会
、
東
大
寺
修
二

　
　
会
ー
」
（
平
成
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
A
）
1
）
研
究
成
果
報
告
書
『
仁

　
　

和
寺
文
化
圏
と
守
覚
法
親
王
に
関
す
る
文
献
学
的
研
究
』
研
究
代
表
者
・
阿
部
泰
郎

　
　
一
九
九
七
）
四
一
頁
。

（
1
3
）
　
註
8
掲
論
文
。

（
1
4
）
　
註
8
掲
論
文
、
七
〇
頁
。

（
1
5
）
　
註
8
掲
論
文
、
六
四
～
六
五
頁
。

（
1
6
）
　
以
下
の
記
述
は
、
『
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
の
研
究
　
研
究
篇
』
「
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
次

　
　
第
」
（
中
央
公
論
美
術
出
版
　
一
九
七
九
）
、
註
4
掲
書
「
大
中
臣
祓
」
項
　
二
七
頁
、
堀
池
春

　
　
峰
ほ
か
『
東
大
寺
お
水
取
り
1
二
月
堂
修
二
会
の
記
録
と
研
究
ー
』
守
屋
弘
斎
・
佐
藤
道
子
ほ

　
　
か
担
当
「
二
月
堂
修
二
会
行
事
次
第
」
（
小
学
館
　
一
九
八
五
）
、
松
尾
恒
一
　
註
5
掲
論
文
、

　
　
同
「
研
究
発
表
要
旨
　
南
都
慈
恩
会
加
行
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
儀
礼
」
（
『
院
友
学
術
振
興
会

　
　
会
報
』
第
三
二
号
　
國
學
院
大
學
院
友
学
術
振
興
会
　
一
九
九
六
）
、
註
1
2
掲
論
文
、
註
8
掲

　
　
論
文
、
森
本
公
誠
「
東
大
寺
の
歴
史
と
修
二
会
」
（
『
秋
篠
文
化
』
第
四
号
　
秋
篠
音
楽
堂
運
営

　
　
協
議
会
　
二
〇
〇
六
）
、
月
刊
『
大
和
路
　
な
ら
ら
』
第
九
巻
二
号
通
巻
八
九
号
　
特
集
「
東

　
　
大
寺
二
月
堂
修
二
会
に
ま
つ
わ
る
神
事
」
（
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
ニ
○
〇
六
）
、
『
今
駒

　
　
清
則
　
写
真
集
　
南
無
観
　
東
大
寺
　
お
水
取
り
の
光
陰
』
「
写
真
解
説
」
中
臣
祓
（
橋
本
聖

　
　
圓
　
執
筆
）
（
奈
良
新
聞
社
　
二
〇
〇
七
）
を
参
照
し
、
平
成
十
九
年
三
月
の
調
査
に
基
づ
く
。

　
　
私
の
理
解
不
足
や
調
査
不
足
に
基
づ
く
誤
り
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
御
教
示
、
御
叱
正
い
た
だ

　
　
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
1
7
）
　
註
1
6
掲
「
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
次
第
」
及
び
「
二
月
堂
修
二
会
行
事
次
第
」
に
基
づ
く
。

（
1
8
）
　
註
1
6
掲
「
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
次
第
」
一
九
頁
。

（
1
9
）
　
「
大
中
臣
祓
」
の
際
に
、
祓
を
行
な
う
兇
師
は
、
行
中
「
大
中
臣
祭
文
」
を
黙
請
す
る
前
に

　
　
こ
の
「
和
布
袈
裟
」
を
外
す
。
祓
わ
れ
る
練
行
衆
は
、
「
和
布
袈
裟
」
を
つ
け
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
兇
師
が
「
和
布
袈
裟
」
を
外
す
の
は
、
祓
が
神
事
で
あ
る
た
め
と
説
明
さ
れ
る
。
同
じ
く
祓
で

　
　
あ
る
「
中
臣
祓
」
を
行
な
う
際
に
「
和
布
袈
裟
」
を
つ
け
る
事
と
の
違
い
は
、
今
後
の
課
題
で

　
　
あ
る
。

（
2
0
）
　
註
5
掲
論
文
　
五
二
・
五
三
頁
。

（2
1
）
　
同
右
。

（
2
2
）
　
こ
れ
ま
で
筆
者
は
「
コ
ギ
ウ
ケ
テ
　
今
ゾ
待
ツ
ラ
ン
法
船
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
息
ノ
宿
二
」

　
　
の
歌
、
「
拍
手
祓
大
事
」
、
「
神
道
秘
訣
祓
」
の
三
段
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
為

　
　
に
『
宗
教
学
論
集
』
第
二
六
輯
（
駒
沢
宗
教
学
研
究
会
　
二
〇
〇
七
）
修
士
論
文
発
表
要
旨
「
南

　

都

に
お
け
る
寺
僧
組
織
と
神
仏
習
合
儀
礼
」
に
三
段
に
別
け
る
と
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
に
四

　
　

段
と
訂
正
し
た
い
。

（
2
3
）
　
『
大
神
神
社
史
料
』
第
六
巻
　
三
輪
流
神
道
篇
坤
（
大
神
神
社
史
料
編
集
委
員
会

　
　
一
九
七
九
　
所
収
）
一
二
二
～
一
二
三
頁
。
な
お
同
書
上
巻
の
一
部
は
、
底
本
は
異
な
る
が
『
神

　
　

道
大
系
論
説
編
二
　
真
言
神
道
』
下
（
神
道
大
系
編
纂
会
　
一
九
九
二
）
に
も
『
三
輪
源
流
神

　
　
道
口
訣
』
巻
上
と
し
て
所
収
。

（
2
4
）
　
註
5
掲
論
文
　
五
二
・
五
三
頁
。

（
2
5
）
　
註
2
3
掲
『
大
神
神
社
史
料
』
第
六
巻
　
五
五
一
頁
。

（
2
6
）
　
菅
原
信
海
「
三
輪
流
神
道
の
形
成
と
発
展
」
（
『
神
仏
習
合
思
想
の
展
開
』
　
汲
古
書
院

　
　
一
九
九
六
　
所
収
）
一
六
二
七
頁
。

（
2
7
）
　
『
大
神
神
社
史
料
』
第
五
巻
　
三
輪
流
神
道
篇
乾
（
大
神
神
社
史
料
編
集
委
員
会

　
　
一
九
七
入
）
三
六
〇
・
三
六
一
頁
。

（
2
8
）
　
註
2
3
掲
『
大
神
神
社
史
料
』
第
六
巻
　
五
四
四
頁
。

（
2
9
）
　
『
神
社
印
信
』
「
神
道
拍
手
祓
」
（
『
修
験
道
章
疏
』
一
　
名
著
出
版
　
一
九
八
五
）
三
五
三
～

　
　
三
五
四
頁
。

　
　
　

先
三
古
印
。
　
三
息
吹
。

　
　
　
　

神
風
ソ
ワ
カ
三
毒
ヲ
吹
擁
ヒ

　
　
　
　

ノ
コ
ル
心
ヤ
ア
マ
ト
ナ
ル
ラ
ン

　
　
　

中
指
直
堅
。

　
　
　
　

高
天
力
原
二
所
有
神
ノ
集
リ
玉
フ
観
念
五
指
ヲ
伸
テ
幣
ト
観
ス

　
　
　
　
　
　
　

ワ
ガ
手
ニ
ゾ
神
，
ユ
ウ
シ
デ
キ
リ
カ
ケ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　

沸
ヘ
バ
ノ
コ
ル
ツ
ミ
モ
ア
ラ
ジ
ナ

　
　
　

右

ノ
手
ヲ
以
テ
三
反
打
携
ヒ
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
三
反

　
　
　

拍
掌
三
度
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
三
反
　
弾
指
三
度
　
〔
梵
字
・
ボ
ロ
ン
〕
三
反

（
3
0
）
　
註
2
3
掲
『
大
神
神
社
史
料
』
第
六
巻
に
『
神
道
八
十
通
立
印
信
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

　
　
れ

は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
昌
雄
が
快
厳
所
持
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
符

　
　
法
状
」
そ
の
他
に
東
大
寺
と
の
関
係
を
示
す
文
言
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

（3
1
）
　
國
學
院
大
学
河
野
博
士
記
念
室
所
蔵
『
御
流
神
道
竪
印
信
集
』
（
三
冊
）
（
目
録
・
　
二
八
）

　
　
に
含
ま
れ
る
。

（
3
2
）
　
原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
架
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
て
閲
覧
。

（
3
3
）
　
伊
藤
聡
「
解
題
・
神
道
印
信
」
（
阿
部
泰
郎
・
編
　
名
古
屋
大
学
比
較
人
文
学
研
究
年
報
　
第

　
　
二
集
『
仁
和
寺
資
料
【
神
道
篇
】
神
道
灌
頂
印
信
』
　
名
古
屋
大
学
文
学
部
比
較
人
文
学
研
究
室

　
　
　
二
〇
〇
〇
）
一
四
四
頁
。
伊
藤
氏
は
前
掲
の
『
御
流
神
道
横
印
信
類
従
』
を
用
い
て
い
る
。

（3
4
）
　
『
御
流
神
道
横
印
信
類
従
』
「
符
法
状
」
の
翻
刻
は
、
註
3
3
掲
論
文
　
一
四
三
頁
を
参
照
。

（3
5
）
　
註
1
0
掲
「
國
學
院
大
學
蔵
『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
解
題
」
。

（
3
6
）
　
註
7
掲
「
蓮
乗
院
寅
清
の
諸
活
動
」
二
六
七
～
二
七
六
頁
。
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（
3
7
）
　
『
神
祇
秘
紗
』
諸
本
の
う
ち
、
蓬
佐
文
庫
本
、
東
寺
宝
菩
提
院
（
宝
永
元
年
）
本
、
國
學
院

　
　
大
學
図
書
館
所
蔵
・
智
恵
光
院
旧
蔵
本
、
國
學
院
大
學
河
野
博
士
記
念
室
所
蔵
本
に
寅
清
の
名

　
　
が
見
え
る
。

（
3
8
）
　
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
所
収
、
伊
藤
聡
・
松
尾
恒
一
「
資
料
紹

　

介
・
國
學
院
大
學
蔵
『
神
道
灌
頂
授
与
作
法
』
」
（
『
尭
榮
文
庫
研
究
紀
要
』
　
二
号
　
親
王
院
尭

　
　
榮
文
庫
　
二
〇
〇
〇
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
3
9
）
　
國
學
院
大
學
河
野
博
士
記
念
室
所
蔵
『
神
性
東
通
記
』
所
収
。

（
4
0
）
　
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本
（
菅
孝
次
郎
旧
蔵
）
『
寺
辺
之
記
』
慶
長
二
年
条
。
な
お
、
永
禄

　
　
四
年
条
に
も
寅
清
が
遷
宮
に
関
与
し
た
記
述
が
あ
る
。
（
藤
田
経
世
編
『
校
刊
美
術
史
料
　
寺

　
　
院
篇
』
下
　
中
央
公
論
美
術
出
版
　
一
九
七
六
　
所
収
「
寺
辺
之
記
抄
」
を
参
照
）
。

（
4
1
）
　
関
ロ
真
規
子
「
中
世
後
期
に
お
け
る
東
大
寺
堂
衆
と
修
験
道
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
女
子
大
学

　
　
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
一
号
　
日
本
女
子
大
学
　
二
〇
〇
四
）
二
六
頁
。

（
4
2
）
　
註
3
掲
『
中
臣
祓
註
釈
』
所
収
　
三
二
六
頁
。

（
4
3
）
　
註
3
掲
『
中
臣
祓
註
釈
』
解
題
　
一
九
・
二
〇
頁
。

（
牲
）
　
松
尾
恒
一
「
〔
資
料
紹
介
〕
興
福
寺
蔵
明
治
二
十
九
年
『
加
行
之
事
』
」
（
『
大
倉
山
論
集
』

　
　
四
四
号
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
　
一
九
九
九
）
。

（
4
5
）
　
註
3
掲
『
中
臣
祓
註
釈
』
解
題
　
二
〇
頁
。

（
4
6
）
　
五
帝
龍
王
を
中
臣
祓
の
前
に
勧
請
す
る
例
と
し
て
は
土
公
供
や
地
鎮
作
法
が
著
明
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
、
神
宮
文
庫
所
蔵
『
中
臣
祓
注
抄
』
（
貞
治
五
年
（
＝
二
六
六
）
書
写
、
註
3
掲
『
中

　
　
臣
祓
註
釈
』
所
収
）
に
「
大
中
臣
祓
祭
文
」
と
し
て
五
帝
龍
王
や
十
二
月
将
等
を
勧
請
す
る
作

　
　
法
が
み
え
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
お
い
て
伊
勢
祠
官
の
間
に
陰
陽
道
流
の
祓
が
受
容
さ
れ
て
い
た

　
　
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
4
7
）
　
林
淳
「
幸
徳
井
家
と
南
都
陰
陽
道
」
（
中
尾
尭
・
編
『
中
世
の
寺
院
体
制
と
社
会
』
吉
川
弘

　
　
文
館
　
二
〇
〇
二
、
の
ち
に
林
淳
『
近
世
陰
陽
道
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
五
　
所
収
）
、

　
　
木
村
純
子
「
中
世
興
福
寺
と
幸
徳
井
家
」
（
『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
九
号

　
　
　
日
本
女
子
大
学
　
二
〇
〇
二
）
を
参
照
し
た
。

（
4
8
）
　
註
4
7
掲
「
中
世
興
福
寺
と
幸
徳
井
家
」
九
〇
・
九
一
頁
の
指
摘
に
依
拠
し
た
。

（
4
9
）
　
拙
稿
「
南
都
の
寺
院
儀
礼
に
お
け
る
中
臣
祓
・
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
「
大
中
臣
祓
」
　
東

　
　
大
寺
図
書
館
蔵
『
二
月
堂
兇
師
祓
』
『
中
臣
大
祓
』
の
紹
介
に
寄
せ
て
」
（
『
神
道
研
究
集
録
』

　
　
第
二
十
輯
　
國
學
院
大
学
大
学
院
神
道
学
専
攻
学
生
会
　
二
〇
〇
六
）
。

（5
0
）
　
同
右
一
〇
四
頁
。

（
5
1
）
　
註
3
掲
『
中
臣
祓
・
中
臣
祓
抄
』
　
五
～
六
頁
。

（
5
2
）
　
註
3
掲
『
中
臣
祓
・
中
臣
祓
抄
』
に
お
い
て
、
西
田
長
男
氏
は
「
本
書
に
は
（
吉
田
兼
倶
自

　
　
筆
本
『
中
臣
祓
』
…
引
用
者
注
）
に
は
「
雑
々
乃
罪
事
」
に
続
け
て
「
答
・
崇
利
」
と
あ
る

　
　
が
、
こ
の
「
答
・
崇
利
」
は
佗
本
に
み
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
（
四
二
頁
）
と
し
て
い
る
。

　

吉
田
兼
倶
自
筆
本
『
中
臣
祓
』
の
引
用
に
も
同
書
を
用
い
た
。

（
5
3
）
　
註
3
掲
『
大
祓
詞
註
鐸
大
成
』
上
　
所
収
。
書
写
年
代
等
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
宮
地
直

　
　
一
氏
に
よ
る
「
解
題
」
に
依
拠
し
た
。

（
馳
）
　
註
8
掲
論
文
　
六
五
頁
、
註
1
6
掲
発
表
要
旨
　
二
四
頁
。

（
5
5
）
　
森
本
仙
介
「
『
元
要
記
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
1
一
七
世
紀
、
春
日
禰
宜
に
よ

　
　
る
神
書
制
作
の
一
端
1
」
（
『
神
道
宗
教
』
一
七
五
　
神
道
宗
教
学
会
　
一
九
九
九
）
六
〇
～

　
　
六
三
頁
な
ど
。

（
5
6
）
　
平
成
十
五
年
～
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）
研
究
成
果
報
告
書
『
吉

　
　
田
神
道
家
「
御
広
間
雑
記
」
の
記
載
項
目
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
神
道
記
録
の
研
究
』
（
研
究

　
　
代
表
者
・
幡
鎌
一
弘
　
二
〇
〇
六
）
所
収
の
「
御
広
間
雑
記
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
に
依
拠
し
た
。

（
5
7
）
　
註
8
掲
論
文
　
六
五
頁
。

（
5
8
）
森
本
仙
介
氏
は
註
5
5
掲
論
文
に
お
い
て
、
天
文
二
四
年
（
一
五
五
五
）
に
吉
田
神
主
親
子

　
　
が
南
都
で
唯
一
神
道
灌
頂
を
行
な
っ
た
際
に
寺
僧
が
一
〇
人
程
、
灌
頂
を
受
け
た
こ
と
を
紹

　
　
介
し
て
い
る
（
六
二
頁
）
。

（
5
9
）
　
註
3
掲
『
大
祓
詞
註
釈
大
成
』
上
　
七
七
頁
。

（
6
0
）
　
註
3
掲
『
中
臣
祓
註
釈
』
＝
九
頁
。
『
元
長
修
祓
記
』
に
つ
い
て
は
、
同
書
解
題
に
依
拠

　
　
し
た
。

（
6
1
）
　
な
お
、
近
世
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
祓
儀
礼
の
変
化
、
そ
の
背
景
に
あ
る
思
想
に
つ

　
　
い
て
は
、
星
野
光
樹
「
幕
末
に
お
け
る
大
祓
と
国
学
者
－
六
人
部
是
香
を
中
心
に
ー
」
（
『
明

　
　
治
聖
徳
記
念
學
会
紀
要
』
復
刊
第
四
十
号
　
明
治
聖
徳
記
念
學
会
　
二
〇
〇
四
）
、
「
発
表
要

　
　
旨
・
明
治
期
に
お
け
る
祓
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
神
道
宗
教
』
一
九
八
号
　
神
道
宗

　
　
教
学
会
　
二
〇
〇
五
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
星
野
氏
ご
本
人
（
國
學

　
　
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
P
D
研
究
員
）
よ
り
多
く
の
御
教
示

　
　
を
頂
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

［付
記
］
　
引
用
・
翻
字
に
際
し
て
、
私
意
に
て
字
体
を
通
行
字
体
に
改
め
、
読
点
等
を
付
し
た
箇
所

　
　
が
あ
る
。

　
　
　
本
稿
は
、
平
成
十
七
年
十
月
二
日
に
共
同
研
究
「
宗
教
者
の
身
体
と
社
会
」
に
お
い
て
行
な
っ

　
　
た
発
表
「
南
都
寺
院
の
儀
礼
に
お
け
る
中
臣
祓
」
に
基
づ
い
て
執
筆
し
た
修
士
論
文
「
南
都
に

　
　
お
け
る
寺
僧
組
織
と
神
仏
習
合
儀
礼
」
（
平
成
十
八
年
一
月
に
國
學
院
大
學
に
提
出
）
の
一
部
を
、

　
　
そ
の
後
に
得
ら
れ
た
知
見
を
も
っ
て
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
得
ら
れ
た
知
見
に
は
、

　
　
修
士
論
文
や
そ
れ
に
関
連
す
る
発
表
や
論
文
に
対
し
て
頂
い
た
御
教
示
、
國
學
院
大
學
2
1
世
紀

　
　
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
奨
励
研
究
員
（
平
成
十
八
年
度
）
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
も

　
　
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
東
大
寺
修
二
会
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
東
大
寺
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
御
配
慮
・
御
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［東大寺二月堂修二会「中臣祓」の典拠と構成］…　大東敬明

教
示

を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
國
學
院
大
學
に
は
河
野
博
士
記
念
室
所
蔵
史
料
の
掲
載
許
可
を

賜
り
ま
し
た
。

　
末
筆
な
が
ら
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）

　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
七
年
九
月
十
四
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
八
日
審
査
終
了
）
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The　O亘gi皿a皿d　Composi60n　of　the‘‘Nakatomi　no　Harae，，　m　the　Shuni－e　Ceremony

Held　m　N嬉就sudo，　T6《1町i：An　Example　of　the‘‘Na㎞tomi　no　Harae，，　at　a　Nara　Temple

DAm6　Takaaki

　　　This　paper　uses　the　texts　of　the“Nakatomi　no　Harae”that　are　part　of　the　Shuni－e　ceremony　held　at　Nigatsu－do

at　T6da6i　as　a　means　of　investigating　the　origin　and　composition　of　this　pur姐cation　rituaL

　　　Priests　who　take　part　in　the　T6daili　Sh皿i－e　ceremony　are　called　Rengyoshu，　and　are　required　to　remove　all

defilement　and　to　pu晦their　minds　and　bodies　so　that　the　ceremony　can　proceed　without　hindrance．　This　is

done　by　means　of　a　cere皿ony　called“Bekka”which　is　held　before　the　main　ceremony，　which　currently　takes

place　from　March　l　through　the　early　hours　of　March　15．　On　the　last　day　of　the　Bekka　ceremony，　the　last　day　of

February，　priests　called　Shushi　perform　the“Onakatomi　no　Harae”ceremony．　The“Nakatomi　no　Harae”is　also

held　at　vari皿s　stages　in　the　Bekka　ceremony　and　in　the　main　ceremonyl　These　pur近cation　rituals　are　perfbrmed

in　order　to　remove　the　polluted　and　bad　condi60n．

　　　When　the　Bekka　ceremony　is　under　way，“Nakatomi　no　Harae”is　performed　at　services　held　morning　and

night，　after　washing　the　face，　bathing，　and　toileting，　and　before　entering　the　Nigatsu－do　everyday　when　the　main

ceremony　is　taldng　place．　The　Rengyoshu　face　their　respective　protective　Buddhas，　clap　their　hands，　after　which

they　perform　variolls　rites，　such　as　the　silent　recitation　of　texts　and　pur血cation　of　their　bodies　with　white　paper

strips　called“gohei”．　In　the“gohei”，　the　text　which　is　the　subject　of　this　study　is　wHtten　on　fUrled　paper．

　　　In　this　stud脇the　author　found　that　the“Nakatomi　no　Harae”consists　of　four　parts：

1）H6raku　fbr　T6da亘i　Hachimangu（Tamukeyama　Hachimangu）；

2）Rites　the　same　as　the“Kashiwade　Harae　no　Da亘i”and　the“lse　Kashiwade　Harae”practised　in　Shingon　Shinto

and　Shugendo；

3）Pur近cation　rituals　in　the　fOrm　of　selfpurification　rituals　practised　in　Onmyod6　pu面cation　rituals；

4）　Puri丘ca廿on　rituals　used　in　prayers衣）r　health　and　longevity　that　have　been　innuenced　by　Ybshida　Shhlto．

　　　With　the　excep廿on　of　part　2，　it　was　not　possible　to　determine　the　origins　of　these　parts．　However，　it　is　fair　to

say　that　the　texts　of　the“Nakatomi　no　Harae”were　formed　in　their　own　unique　way　by　amassing　rites　related　to

pur田cation　rituals　with　a　number　of　d江ferent　origins．　That　is　to　say，　the　structure　of　the“Nakatomi　no　Harae”

is　such　that　after　the　H6raku　is　said　for　T6daiji　Hachimangu，　three　purification　rituals，　parts　2，3，　and　4，　are　per－

formed　with　diffξrent　origins，　such　as　Shingon　Shinto，　Onmyodo，　and　Ybshida　Shinto．

　　　The　creation　of　the　unique　fbrms　in　the　T6da6i　Shuni－e　ceremony　through　the　inclusion　of　elements丘om　d任

ferent　rituals　over　time　is　evident　in　various　parts　of　the　Buddhist　service．　Even　though　when　viewed丘om　the

209



Bulletin　of　the　National　Museum　of　Japanese　History

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vol．142　March　2008

perspective　of　the　complete　T6da葡i　Shuni－e　ceremony　the“Nakatomi　no　Harae”

found　that　the“Nakatomi　no　Harae”contains　similar　characteristics．

is　a　minor　ritual，　this　study　has
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